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②
寄
附
者
の
証
言
と
一
致
す
る
の
に
、

事
実
の
確
証
が
と
れ
て
い
な
い
と
い
う

の
は
何
故
か
。

　

確
た
る
証
拠
が
な
い
と
実
証
で
き
な

い
の
で「
確
証
が
取
れ
て
い
な
い
」と
警

察
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。

③
町
の
調
査
で
知
り
得
た
事
実
は
全
て

警
察
に
伝
え
て
い
る
と
言
う
の
は
、
何

時
か
。

　

平
成
24
年
７
月
12
日
に
社
協
が
被
害

の
届
け
出
を
行
い
、そ
の
後
、警
察
か
ら

各
種
の
資
料
の
提
供
が
求
め
ら
れ
、町

長
名
で
提
出
し
て
い
ま
す
。

④
、
③
の
事
実
は
社
協
や
議
会
や
被
害

者
に
伝
え
た
か
。

　

お
話
し
で
き
る
事
は
社
協
、議
会
に

伝
え
て
い
ま
す
。警
察
の
捜
査
に
影
響

す
る
こ
と
は
伝
え
て
い
ま
せ
ん
。

⑤
過
去
の
質
問
に
平
成
23
年
以
前
に
紛
失

は
な
い
と
確
信
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

平
成
23
年
以
前
は
、こ
の
よ
う
な
問

題
が
起
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

⑥
当
時
ど
う
や
っ
て
４
件
目
の
被
害
日

を
確
定
し
、
警
察
へ
出
勤
簿
を
提
出
し

た
の
か
。

　

津
山
警
察
署
か
ら
の
指
示
で
当
初
ま

と
め
て
提
出
し
て
い
る
の
で
、被
害
日

の
把
握
は
な
く
て
も
出
勤
簿
の
提
出
は

し
て
い
ま
す
。

⑦
町
の
調
査
で
知
り
得
た
事
実
は
修
正
な

く
警
察
に
誰
が
何
回
提
出
し
て
い
る
か
。

　

新
た
に
知
り
得
た
情
報
は
、当
時
の

課
長
が
修
正
な
く
津
山
警
察
署
に
提
供

し
、確
認
で
き
る
も
の
で
、平
成
24
年
に

４
回
、26
年
に
１
回
、29
年
に
１
回
で
す
。

②
寄
附
者
の
証
言
と
一
致
す
る
の
に
、

事
実
の
確
証
が
と
れ
て
い
な
い
と
い
う

の
は
何
故
か
。

③
町
の
調
査
で
知
り
得
た
事
実
は
全
て

警
察
に
伝
え
て
い
る
と
言
う
の
は
、
何

時
か
。

④
、
③
の
事
実
は
社
協
や
議
会
や
被
害

者
に
伝
え
た
か
。

⑤
過
去
の
質
問
に
平
成
23
年
以
前
に
紛
失

は
な
い
と
確
信
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

⑥
当
時
ど
う
や
っ
て
４
件
目
の
被
害
日

を
確
定
し
、
警
察
へ
出
勤
簿
を
提
出
し

た
の
か
。

⑦
町
の
調
査
で
知
り
得
た
事
実
は
修
正
な

く
警
察
に
誰
が
何
回
提
出
し
て
い
る
か
。

⑧
、
⑦
を
社
協
へ
随
時
伝
え
て
い
る
か
。

　

伝
え
て
い
ま
す
。

⑨
町
が
寄
附
金
預
か
り
を
業
務
と
し
て

行
い
、寄
附
金
を
紛
失
し
弁
償
も
せ
ず
、

社
協
に
被
害
届
を
出
さ
せ
た
の
は
本
当

か
。
業
務
違
反
で
は
な
い
か
。

　

本
当
で
す
。業
務
違
反
に
あ
た
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

⑩
預
か
り
業
務
は
他
に
あ
る
か
。

　

日
本
赤
十
字
社
、義
援
金
等
で
す
。

⑪
い
つ
被
害
調
書
と
し
て
受
け
付
け
た

の
か
。

　

津
山
警
察
署
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

被
害
相
談
を
受
け
た
日
で
、事
件
を
認

知
し
た
日
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

⑫
被
害
者
は
社
協
と
寄
附
者
で
、
加
害

者
は
町
だ
と
思
う
が
。

　

町
の
窓
口
に
寄
附
さ
れ
た
も
の
が
、

鏡
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
届
い
て
い

な
い
の
が
事
実
で
、町
と
い
う
自
治
体

が
加
害
者
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

⑬
町
に
警
察
が
捜
査
情
報
を
知
ら
せ
て

い
る
の
か
。

　
「
捜
査
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ

る
の
で
、知
り
得
た
情
報
を
公
表
し
な

い
よ
う
に
。」と
警
察
か
ら
指
示
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

⑭
捜
査
情
報
は
職
員
の
何
処
ま
で
知
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

警
察
か
ら
の
捜
査
情
報
は
知
り
得
ま

せ
ん
。

⑮
寄
附
者
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ
た
と

い
う
が
、
そ
の
後
は
。

⑧
、
⑦
を
社
協
へ
随
時
伝
え
て
い
る
か
。

⑨
町
が
寄
附
金
預
か
り
を
業
務
と
し
て

行
い
、寄
附
金
を
紛
失
し
弁
償
も
せ
ず
、

社
協
に
被
害
届
を
出
さ
せ
た
の
は
本
当

か
。
業
務
違
反
で
は
な
い
か
。

⑩
預
か
り
業
務
は
他
に
あ
る
か
。

⑪
い
つ
被
害
調
書
と
し
て
受
け
付
け
た

の
か
。

⑫
被
害
者
は
社
協
と
寄
附
者
で
、
加
害

者
は
町
だ
と
思
う
が
。

⑬
町
に
警
察
が
捜
査
情
報
を
知
ら
せ
て

い
る
の
か
。

⑭
捜
査
情
報
は
職
員
の
何
処
ま
で
知
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

⑮
寄
附
者
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ
た
と

い
う
が
、
そ
の
後
は
。

　

そ
の
後
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

⑯
こ
の
事
件
と
同
時
期
に
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
料
も
不
明
だ
が
、
同
じ
福

祉
課
の
業
務
で
関
連
性
を
ど
う
思
う
か
。

　

わ
か
り
ま
せ
ん
。

【
櫻
井
邦
紘
】

★
香
典
返
し
寄
附
金
紛
失
に
つ
い
て
①

警
察
に
被
害
届
を
受
理
し
て
も
ら
う
ま

で
何
回
通
っ
た
の
か
。

　

回
数
は
不
明
で
す
が
、警
察
か
ら
の

指
示
を
仰
ぎ
な
が
ら
資
料
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

②
各
調
査
等
は
誰
が
行
っ
た
の
か
。

　

課
内
調
査
は
当
時
の
副
町
長
と
担

当
課
長
、被
害
者
の
調
査
は
当
時
の
担

当
課
長
、未
発
覚
の
寄
附
金
紛
失
者
調

査
は
社
協
と
当
時
の
保
健
福
祉
課
長
で

す
。警
察
の
対
応
は
当
時
の
担
当
課
長

と
防
犯
主
幹
で
す
。

③
公
開
の
場
で
の
説
明
は
。

　

当
初
、新
聞
に
プ
レ
ス
発
表
し
て
い

ま
す
。そ
の
後
は
警
察
の
捜
査
に
支
障

の
恐
れ
が
あ
り
、控
え
て
い
ま
す
。

④
当
時
の
担
当
課
長
の
責
任
は
な
ぜ
問

わ
な
い
の
か
。

　

執
行
権
の
範
囲
で
判
断
す
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

⑤
発
覚
の
５
件
は
来
年
時
効
を
迎
え
る

が
、
解
決
の
手
立
て
は
。

　

捜
査
権
は
警
察
に
あ
り
、警
察
に
解

決
を
委
ね
て
い
ま
す
。

★
７
月
豪
雨
災
害
の
復
旧
に
つ
い
て
①

山
林
災
害
等
の
補
助
金
は
。　

⑯
こ
の
事
件
と
同
時
期
に
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
料
も
不
明
だ
が
、
同
じ
福

祉
課
の
業
務
で
関
連
性
を
ど
う
思
う
か
。

★
香
典
返
し
寄
附
金
紛
失
に
つ
い
て
①

警
察
に
被
害
届
を
受
理
し
て
も
ら
う
ま

で
何
回
通
っ
た
の
か
。

②
各
調
査
等
は
誰
が
行
っ
た
の
か
。

③
公
開
の
場
で
の
説
明
は
。

④
当
時
の
担
当
課
長
の
責
任
は
な
ぜ
問

わ
な
い
の
か
。

⑤
発
覚
の
５
件
は
来
年
時
効
を
迎
え
る

が
、
解
決
の
手
立
て
は
。

★
７
月
豪
雨
災
害
の
復
旧
に
つ
い
て
①

山
林
災
害
等
の
補
助
金
は
。

　

基
準
額
を
満
た
し
た
林
道
に
は
、林

道
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
国
庫
補
助
金

が
あ
り
、事
業
費
の
４
パ
ー
セ
ン
ト
の

受
益
者
分
担
金
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
林
道
施
設
管
理
者
に
林
道
維

持
管
理
資
材
等
の
助
成
金
の
制
度
が
あ

り
、重
機
借
上
費
・
原
材
料
費
が
対
象

で
上
限
40
万
円
で
す
。

　

そ
の
他
、県
で
は
森
林
作
業
道
の
補

助
事
業
が
新
設
見
込
み
で
す
。家
や
公

共
施
設
に
直
接
被
害
を
与
え
る
等
の
基

準
に
よ
っ
て
、砂
防
・
治
山
事
業
や
林
地

崩
壊
防
止
事
業
も
あ
り
ま
す
。

②
農
業
災
害
等
の
補
助
金
は
。

　

基
準
額
を
満
た
し
た
農
地
・
水
路
・
た

め
池
・
農
業
用
施
設
は
、農
地
・
農
業
用

施
設
災
害
復
旧
事
業
の
国
庫
補
助
金
が

あ
り
、農
地
は
事
業
費
の
８
パ
ー
セ
ン

ト
、農
業
用
施
設
は
事
業
費
の
４
パ
ー

セ
ン
ト
の
受
益
者
分
担
金
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
農
地
管
理
者
及
び
農
業
用
施

設
管
理
者
に
資
材
支
給
等
の
助
成
金
制

度
が
あ
り
、重
機
借
上
費
・
原
材
料
費
が

対
象
で
そ
れ
ぞ
れ
上
限
10
万
円
で
す
。

③
個
人
住
宅
の
補
助
金
は
。

　

自
然
災
害
で
、居
住
者
の
生
命
に
危

険
が
及
ぶ
と
想
定
さ
れ
る
場
合
、原
因

の
障
害
物
を
除
去
す
る
費
用
の
助
成
が

あ
り
、実
費
ま
た
は
町
長
が
積
算
し
た

費
用
の
う
ち
、ど
ち
ら
か
低
い
額
の
３

分
の
１
以
内
の
額
と
な
り
、県
内
で
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
が
１

以
上
あ
る
災
害
の
場
合
は
、２
分
の
１

以
内
の
額
で
、限
度
額
は
50
万
円
で
す
。

④
今
後
の
対
策
は
。

　

町
は
北
部
と
南
部
で
地
勢
条
件
は
全

く
異
な
り
、起
こ
り
得
る
自
然
災
害
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
対
応
が
必

②
農
業
災
害
等
の
補
助
金
は
。

③
個
人
住
宅
の
補
助
金
は
。

④
今
後
の
対
策
は
。

要
で
す
。こ
れ
ら
を
十
分
考
慮
し
、災
害

対
応
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
仲
西
祐
一
議
員
】

★
か
が
み
の
創
生
総
合
戦
略
の
進
捗
状
況

や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
達
成
状
況
や
今
後
の
方
針
は
。

　

平
成
29
年
度
末
ま
で
の
進
捗
状
況

は
、重
要
業
績
評
価
指
標（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）42

項
目
中
、達
成
済
み
が
16
項
目
、順
調
に

進
ん
で
い
る
項
目
が
10
項
目
、更
な
る
取

り
組
み
が
必
要
な
項
目
が
16
項
目
で
す
。

　

今
後
は
６
月
末
に
開
催
し
た
行
政
評

価
外
部
評
価
委
員
会
で
の
意
見
・
提
言

を
受
け
、今
後
ど
う
い
う
事
業
に
取
り

組
む
べ
き
か
、町
総
合
計
画
の
29
年
度

事
業
の
評
価
や
30
年
度
に
向
け
て
の
経

営
方
針
と
も
関
連
付
け
な
が
ら
検
討

し
、事
業
推
進
に
努
め
ま
す
。

★
豪
雨
災
害
を
経
験
し
て
今
後
の
対
策

や
、
幹
部
や
消
防
団
と
の
取
組
は
。

　

的
確
な
情
報
の
見
極
め
、情
報
伝
達
、

避
難
所
開
設
・
運
営
や
避
難
所
の
環
境
、

そ
し
て
復
旧
段
階
で
は
専
門
分
野
で
の

人
的
不
足
や
対
応
す
る
職
員
等
ス
タ
ッ

フ
の
健
康
管
理
も
課
題
で
し
た
。

　

消
防
団
員
に
は
激
し
い
豪
雨
の
中
、

越
水
を
防
ぐ
た
め
の
土
嚢
積
み
、避
難

者
の
誘
導
、見
回
り
等
の
活
動
の
協
力

結
果
が
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
た

と
思
い
ま
す
。こ
の
教
訓
を
今
後
の
災

害
対
応
に
い
か
し
ま
す
。

★「
寄
附
金
被
害
者
と
共
同
で
問
題
解
決

は
し
な
い
の
か
」
と
の
質
問
に
「
時
を
見

て
行
う
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
内
容
は
。

　

警
察
へ
捜
査
資
料
等
の
提
供
も
積
極

的
に
行
っ
て
き
て
い
る
中
で
確
証
あ
る

新
た
な
事
実
が
出
て
き
た
時
が
、そ
の

時
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

★
か
が
み
の
創
生
総
合
戦
略
の
進
捗
状
況

や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
達
成
状
況
や
今
後
の
方
針
は
。

★
豪
雨
災
害
を
経
験
し
て
今
後
の
対
策

や
、
幹
部
や
消
防
団
と
の
取
組
は
。

★「
寄
附
金
被
害
者
と
共
同
で
問
題
解
決

は
し
な
い
の
か
」
と
の
質
問
に
「
時
を
見

て
行
う
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
内
容
は
。


